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そのとき女川は

この小冊子は
環境にやさしい植物油インキ、
用紙を使用しています。
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東
日
本
大
震
災
に
と
も
な
う

東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら

３
年
が
経
過
す
る
な
か
、

全
国
各
地
の
原
子
力
発
電
所
で
は

一
層
の
安
全
性
向
上
へ
の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

安
全
性
の
向
上
に
は
、
事
故
の
教
訓
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

重
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
と
同
時
に
、
あ
の
地
震
や
津
波
に
耐
え
抜
い
た

原
子
力
発
電
所
の
事
例
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。

そ
の
事
例
と
し
て
、

東
北
電
力
・
女
川
原
子
力
発
電
所
な
ど
を
訪
れ
た

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
東
嶋
和
子
氏
の

現
地
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

未
来
へ

つ
な
が
る
教
訓

防潮堤のかさ上げ工事が進む女川原子力発電所（宮城県牡鹿郡女川町・石巻市）で、津幡 俊所長に話を聞く東嶋和子さん



34

津
波
に
、
女
川
町
は
の
み
こ
ま
れ
た
。
約
１
万
人
の
町
民
の
８
％

に
あ
た
る
方
が
亡
く
な
り
、
全
壊
、
半
壊
の
家
屋
は
４
４
１
１
棟

に
上
っ
た
。

安
全
に
停
止
し
た
原
子
炉
の
ほ
う
が
多
か
っ
た

の
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
影
響
を
直
接
受
け
た
の
は
、

全
国
54
の
原
子
力
発
電
所
の
う
ち
、
東
日
本
の
太
平
洋
岸

に
立
地
す
る
原
子
力
関
連
施
設
で
あ
る
。

安
全
性
を
不
安
視
す
る
声
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
日
本

の
状
況
を
知
り
た
い
と
要
請
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
私
は
、
震
災
後
、
全
国
の
原
子
力
発
電
所
を
訪
ね
た
と

き
の
状
況
な
ど
を
、
写
真
ス
ラ
イ
ド
を
ま
じ
え
て
お
話
し
し
た
。

　

驚
い
た
こ
と
に
台
湾
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
の
地
震

と
津
波
に
耐
え
た
原
子
力
発
電
所
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

講
演
後
、
複
数
の
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
が
駆
け
寄
っ
て
き
て
、
女

川
原
子
力
発
電
所
の
”成
功
”の
要
因
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
か
せ

て
ほ
し
い
と
い
わ
れ
た
。

　

私
は
胸
を
張
っ
て
、
こ
う
繰
り
返
し
た
。

　
「
女
川
の
成
功
を
”奇
跡
”
だ
と
い
う
人
が
い
る
け
れ
ど
も
、

私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
現
場
を
見
て
、
”備
え
”
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
安
全
に
止
ま
っ
た
の
だ
、
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

ど
う
し
て
そ
う
考
え
る
の
か
、
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災 

０
１
１
年
３
月
11
日
14
時
46
分
、三
陸
沖
約
１
３
０
キ
ロ
、

深
さ
約
24
キ
ロ
の
海
底
を
震
源
と
す
る
地
震
が
起
き
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
。
日
本
の
国
内
観
測
史
上
最
大
の
地
震

で
、
約
２
万
人
の
尊
い
命
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
震
度
６
強
、
女
川
原
子
力
発
電
所

の
立
地
す
る
宮
城
県
女
川
町
で
は
、
震
度
６
弱
を
記
録
。
女
川
１

号
機
の
原
子
炉
建
屋
地
下
２
階
で
は
、
５
６
７
・
５
ガ
ル
と
い
う
、

過
去
に
例
の
な
い
大
き
な
揺
れ
を
観
測
し
た
。

　
「
海
面
全
体
が
押
し
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
」
18
メ
ー
ト
ル
を
超
す

失
敗
と
成
功
の
境
界
線
は
？ 

０
１
１
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
以
来
、
私
は
被
災

地
を
歩
き
、
震
災
の
爪
あ
と
を
仔
細
に
見
て
き
た
。

　

不
幸
に
し
て
事
故
に
い
た
っ
た
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
。
一
方
、
ほ
ぼ
同
じ
か
そ
れ
以
上
の
揺
れ
と
津
波
を
受
け
な

が
ら
、
安
全
に
停
止
し
た
福
島
第
二
や
東
北
電
力
女
川
原
子
力
発

電
所
。
さ
ら
に
女
川
は
、
近
隣
の
集
落
が
壊
滅
状
態
に
な
る
な
か
、

住
民
を
所
内
に
迎
え
入
れ
、
避
難
所
と
し
て
機
能
し
た
。

　

両
者
の
明
暗
を
分
け
た
も
の
は
、
い
っ
た
い
何
だ
っ
た
の
か
？

　

で
き
る
限
り
多
く
の
事
例
を
見
て
歩
き
、
関
係
者
の
話
に
耳
を

傾
け
て
、
”失
敗
と
成
功
の
境
界
線
”を
、
自
分
の
目
で
確
か
め

た
か
っ
た
。

　

取
材
を
通
じ
て
私
は
、
失
敗
か
ら
学
ぶ
と
同
時
に
、
成
功
か
ら

も
、
未
来
へ
つ
な
が
る
い
く
つ
も
の
教
訓
を
得
ら
れ
る
、
と
確
信

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

女
川
の
成
功
は 

「
奇
跡
」 

で
は
な
い

し
も
２
０
１
３
年
11
月
、台
北
で
講
演
す
る
機
会
を
得
た
。

台
湾
で
は
、
福
島
第
一
事
故
の
影
響
で
、
原
子
力
発
電
の

 
震
災
に
耐
え
た
原
子
力
発
電
所
に
学
ぶ

「
よ
り
安
全
」へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
ス
テ
ッ
プ

２

水素爆発後の福島第一原子力発電所※写真提供：東京電力

津波来襲時の福島第二原子力発電所

津波来襲時の福島第一原子力発電所

折２

こ
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「
３
号
機
が
生
き
残
っ
て
い
た
の
で
、
５
０
０
人
が
一
丸
と
な
っ

て
、
ケ
ー
ブ
ル
や
モ
ー
タ
を
取
り
替
え
る
な
ど
、
復
旧
に
全
力
を

尽
く
し
ま
し
た
」

　

福
島
第
二
を
引
っ
張
っ
て
き
た
増
田
尚
宏
所
長
が
、
当
日
の
様

子
を
生
々
し
く
話
し
て
く
れ
た
。

　

３
月
11
日
深
夜
、
津
波
警
報
が
続
く
な
か
、
福
島
第
二
発
電
所

員
は
、設
備
の
被
害
状
況
を
確
認
す
る
た
め
、所
内
を
歩
き
ま
わ
っ

た
。
水
を
か
ぶ
っ
て
多
く
の
機
器
が
損
傷
し
て
お
り
、血
眼
に
な
っ

て
残
留
熱
除
去
系
の
復
旧
を
模
索
し
た
と
い
う
。

　

一
夜
明
け
て
12
日
。

　

交
換
用
電
動
機
、
電
力
ケ
ー
ブ
ル
、
電
源
車
、
移
動
用
変
圧
器

が
な
ん
と
か
調
達
で
き
た
。
交
換
用
電
動
機
は
、
東
芝
工
場
か
ら

空
輸
。
新
潟
県
の
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
か
ら
も
、
ト
ラ
ッ
ク

で
搬
送
し
た
。

　

発
電
所
員
は
、
残
留
熱
除
去
系
の
補
機
冷
却
系
ポ
ン
プ
を
点
検

し
て
ま
わ
り
、
電
動
機
を
交
換
し
た
。

　

さ
ら
に
、
無
事
だ
っ
た
廃
棄
物
処
理
建
屋
の
電
源
盤
か
ら
ケ
ー

ブ
ル
を
、
ほ
ぼ
１
日
で
つ
な
い
だ
。
総
延
長
９
キ
ロ
に
お
よ
ぶ
仮

設
ケ
ー
ブ
ル
の
大
半
を
、
約
２
０
０
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
背
や
肩
に

担
い
で
運
び
、
力
を
合
わ
せ
て
敷
設
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
か
い
あ
っ
て
、
残
留
熱
除
去
系
の
ポ
ン
プ
が
起
動
し
た
。

15
日
朝
に
は
、
全
号
機
で
冷
温
停
止
を
確
認
す
る
に
い
た
っ
た
。

　

２
０
１
２
年
７
月
の
訪
問
時
に
は
、
津
波
の
爪
あ
と
が
そ
こ
こ

こ
に
痛
々
し
く
残
る
も
の
の
、
着
々
と
復
旧
が
進
ん
で
い
る
の
が

見
て
と
れ
た
。

炉
の
状
況
は
さ
ま
ざ
ま
だ
っ
た
が
、
結
果
を
見
る
と
、
安
全
に
冷

温
停
止
し
た
発
電
所
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る（
図
①
）。

２
０
０
人
で
９
キ
ロ
の
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
い
た
福
島
第
二

島
第
一
と
、
そ
れ
以
外
の
発
電
所
と
の
明
暗
を
分
け
た
も

の
は
何
だ
っ
た
の
か
。

　

震
度
６
強
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
、
福
島
第
一
の
５
、６
号

機
は
定
期
検
査
中
。
第
二
の
１
～
４
号
機
は
す
べ
て
運
転
中
だ
っ

た
。

　

津
波
に
よ
る
浸
水
高
を
比
べ
る
と
、
第
一
の
１
～
４
号
機
で
11
・

５
～
15
・
５
メ
ー
ト
ル
。
５
、６
号
機
で
13
～
14
・
５
メ
ー
ト
ル
。
敷

地
高
さ
は
１
～
４
号
機
が
10
メ
ー
ト
ル
な
の
に
対
し
、
５
、６
号
機

は
13
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。

　

こ
の
た
め
、
１
～
４
号
機
で
は
外
部
電
源
喪
失
に
続
き
、
津
波

に
よ
っ
て
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
と
電
源
盤
の
機
能
喪
失
、

直
流
電
源
喪
失
、
さ
ら
に
は
、
海
水
ポ
ン
プ
に
よ
る
熱
除
去
機
能

の
喪
失
が
重
な
っ
た（
図
②
次
ペ
ー
ジ
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
６
号
機
で
は
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
”生

き
て
”い
て 

、
な
ん
と
か
起
動
で
き
た
。
お
か
げ
で
、
隣
の
５
号

機
へ
も
電
源
を
融
通
す
る
こ
と
が
で
き
、
仮
設
電
源
や
海
水
ポ
ン

プ
に
よ
る
熱
除
去
ル
ー
ト
が
確
保
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
福
島
第
一
か
ら
10
キ
ロ
離
れ
た
福
島
第
二
。
こ
ち
ら
の

浸
水
高
は
約
７
メ
ー
ト
ル
で
、
敷
地
高
は
12
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
津
波
の
影
響
は
第
一
に
比
べ
小
さ
か
っ
た
。
と
は

い
え
、
津
波
が
山
側
へ
勢
い
よ
く
遡
上
し
て
、
建
屋
に
水
が
入
り

込
ん
だ
。

　

北
か
ら
、
青
森
県
の
東
北
電
力
東
通
原
子
力
発
電
所
、
日
本
原

燃
再
処
理
施
設
、
宮
城
県
の
女
川
、
福
島
県
の
福
島
第
一
、
福
島

第
二
、
そ
し
て
、
茨
城
県
の
日
本
原
子
力
発
電
東
海
第
二
発
電
所

が
あ
る
。

　

福
島
第
一
の
１
～
４
号
機
は
不
幸
に
し
て
事
故
に
い
た
っ
た

が
、
同
じ
敷
地
内
に
あ
る
５
、６
号
機
、
10
キ
ロ
離
れ
た
福
島
第

二
の
１
～
４
号
機
、
さ
ら
に
は
、
よ
り
震
源
に
近
い
女
川
の
１
～

３
号
機
な
ど
、
ほ
か
の
施
設
で
は
す
べ
て
、
安
全
上
の
問
題
は
発

生
し
な
か
っ
た
。

　

地
震
発
生
時
、
定
期
検
査
の
た
め
停
止
中
だ
っ
た
り
、
原
子
炉

を
起
動
し
た
矢
先
だ
っ
た
り
、
通
常
運
転
中
だ
っ
た
り
、
と
原
子

すべて冷温停止

■ 定期検査で原子炉停止中 　● 運転中　 ▲ 起動中

冷温停止

日本原子力発電　東海第二発電所
●

すべて冷温停止

東京電力　福島第二原子力発電所

１号機
●

2号機
●

3号機
●

4号機
●

東北電力　東通原子力発電所
1号機
■

東北電力　女川原子力発電所

１号機
●

2号機
▲

3号機
●

１～４号機で事故発生

東京電力　福島第一原子力発電所

１号機
●

2号機
●

3号機
●

4号機
■

5号機
■

6号機
■

 図1   東日本大震災時と震災後の原子力発電所の状況 

原子炉建屋

原子炉格納容器

原子炉
圧力容器

制御棒

使用済燃料プール

圧力抑制室

残留熱除去系ポンプ 海水ポンプ

海

熱交換器

原子炉水や使用済燃料
プール水の温度を下げ、
低温に維持する

冷やす
5重の壁によって、放射
性物質が外部に出ない
ようにする

核分裂反応を起こす中
性子の働きを抑制する
ための制御棒をすべて
挿入して、原子炉を停止
させる

止める

閉じ込める

原子炉水や使用済燃料プール水を冷却する
ための水を循環させるポンプの電源が喪失し
たことにより、「冷やす」機能を喪失

燃料の損傷、水素爆
発による原子炉建屋
破損など、「閉じ込め
る」機能を喪失

燃料

 図2   福島第一原子力発電所の事故の概要
　

こ
の
浸
水
に
よ
り
、
１
号
機
の
非
常
用
電
源
設
備
が
水
没
し
た
。

海
水
ポ
ン
プ
系
も
、
３
号
機
を
除
い
て
全
滅
と
い
う
事
態
に
追
い

込
ま
れ
た
。

福
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を
開
始
。
２
号
機（
82
万
５
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）が
１
９
９
５
年
７

月
、
３
号
機（
同
）が
２
０
０
２
年
１
月
に
運
転
を
始
め
た（
図
④
）。

　

地
震
発
生
時
、
１
、３
号
機
は
１
０
０
％
出
力
で
通
常
運
転
中
。

２
号
機
は
14
時
に
原
子
炉
を
起
動
し
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

大
き
な
揺
れ
に
と
も
な
い
、
全
機
が
ま
ず
、
設
計
ど
お
り
に
自

動
停
止
し
た
。
そ
の
後
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
自
動
起

動
。
続
い
て
、
原
子
炉
隔
離
時
冷
却
系（
Ｒ
Ｃ
Ｉ
Ｃ
）を
手
動
で
起

動
し
た
。

　

地
震
か
ら
43
分
が
経
過
し
た
15
時
29
分
、
最
大
波
が
到
達
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
２
号
機
の
原
子
炉
建
屋
附
属
棟
に
海
水
が
流
れ
込

み
、
原
子
炉
補
機
冷
却
水
Ｂ
系
、
高
圧
炉
心
ス
プ
レ
イ
補
機
冷
却

水
系
が
停
止
し
た
。

　

幸
い
、
Ａ
系
は
問
題
な
く
、
ま
た
、
各
号
機
間
で
電
気
を
融
通

で
き
た
こ
と
か
ら
、全
機
と
も
、

ポ
ン
プ
に
よ
る
原
子
炉
冷
却
を

開
始
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
10
時
間
余
で
全

機
が
原
子
炉
温
度
１
０
０
℃
未

満
と
な
り
、
冷
温
停
止
に
い

た
っ
た
。

　

排
気
筒
モ
ニ
タ
ー
や
各
区
域

の
放
射
線
モ
ニ
タ
ー
の
数
値
に

も
異
常
は
な
か
っ
た
。

　
「
止
め
る
」「
冷
や
す
」「
閉
じ

込
め
る
」が
無
事
に
完
了
し
た

の
だ
っ
た（
図
⑤
次
ペ
ー
ジ
）。

　

地
震
に
よ
る
主
な
被
害
と
し

だ
っ
た
。

　

女
川
の
１
～
３
号
機
は
、
福
島
と
同
じ
沸
騰
水
型
軽
水
炉
。
１
号

機（
52
万
４
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）が
１
９
８
４
年
６
月
に
営
業
運
転

　

時
間
を
か
け
て
所
内
を
歩
き
、
原
子
炉
格
納
容
器
を
は
じ
め
、

隅
々
ま
で
立
ち
入
ら
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
定
期
点
検
時
の
よ
う
に

静
か
で
整
然
と
し
た
印
象
を
受
け
た
。

　
「
安
全
上
重
要
な
設
備
に
は
、
地
震
に
よ
る
被
害
は
認
め
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
」と
、
増
田
所
長
。

　
「
プ
ラ
ン
ト
は
安
定
化
し
て
い
る
の
で
、
保
全･

保
安
の
訓
練

を
重
ね
、
広
く
技
術
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

緊
急
時
対
応
電
源
車
や
消
防
車
、
重
機
を
高
台
に
配
備
し
、
電

源
ケ
ー
ブ
ル
の
接
続
、
重
機
の
運
転
、
送
水
な
ど
の
訓
練
に
、
日
々

余
念
が
な
い
と
い
う
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
緊
急
対
応
が
所
員
だ
け
で
で
き
る
よ
う
、
保

全
担
当
者
が
重
機
の
運
転
免
許
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
資
格
を
取

る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
と
も
聞
い
た
。

　

ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
現
場
に
力
を
蓄
え
、
そ
の
力
を
信

じ
て
現
場
に
任
せ
る
。
福
島
第
二
で
見
た
”成
功
へ
の
カ
ギ
”
を
、

私
は
、
女
川
で
さ
ら
に
確
信
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
止
め
る
」 「
冷
や
す
」 「
閉
じ
込
め
る
」を
完
遂

北
電
力
女
川
原
子
力
発
電
所
は
、
三
陸
海
岸
の
南
端
に
あ

る
牡
鹿
半
島
の
中
ほ
ど
、
宮
城
県
牡
鹿
郡
女
川
町
と
石
巻

市
に
あ
る
。
震
源
地
か
ら
の
距
離
は
約
１
２
３
キ
ロ
。
福
島
第
一

よ
り
も
近
い
の
で
あ
る
。

　

１
号
機
原
子
炉
建
屋
地
下
２
階
で
は
５
６
７
・
５
ガ
ル
と
い
う

過
去
最
大
の
地
震
加
速
度
を
記
録
し
た
。
こ
れ
は
、
福
島
第
一
の

２
号
機
で
記
録
し
た
５
５
０
ガ
ル
を
上
回
っ
て
い
る（
図
③
）。

　

最
大
津
波
高
さ
は
、
福
島
第
一
、
女
川
と
も
に
約
13
メ
ー
ト
ル

 図3   3/11の女川原子力発電所および福島第一原子力発電所の地震、津波規模

 図4   女川原子力発電所の概要

※ 福島原子力事故調査報告書（東京電力）（平成２４年６月２０日）

女川原子力
発電所

567
（１号機）

福島第一
原子力発電所

550※
（２号機）

地震加速度
（gal）

東通原子力発電所

13
（測定値）

13※
（評価値）

最大津波高さ
（m）

福島第一原子力発電所
（東京電力）

震源地
仙台
★

×

東北電力

倒壊した重油貯蔵タンク
（倒壊時の貯油量：約600kl）

東

設備の概要

１号機

５２万４千kW

昭和59年6月

沸騰水型軽水炉（BWR）

定格電気出力

営業運転
開始年月

原子炉型式

2号機

82万5千kW

平成7年7月

3号機

82万5千kW

平成14年1月

2号機

１号機

3号機

PRセンター
事務棟（旧館） 体育館

保修センター

事務新館

地震当時建設中
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て
は
、
１
号
機
の
Ａ
系
常
用
電
源
盤
が
焼
損
し
た
も
の
の
、
１
号

機
の
Ｂ
系
常
用
電
源
お
よ
び
非
常
用
電
源
に
問
題
は
な
か
っ
た
。

　

津
波
に
よ
る
主
な
被
害
と
し
て
は
、
２
号
機
原
子
炉
建
屋
附
属

棟
の
浸
水
と
、
港
湾
部
の
重
油
貯
蔵
タ
ン
ク
の
倒
壊
が
あ
っ
た
。

い
ず
れ
も
原
子
炉
の
冷
温
停
止
に
影
響
す
る
被
害
で
は
な
か
っ

た
。

女
川
が
積
み
重
ね
た 

「
備
え
」

島
第
一
と
の
大
き
な
違
い
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
た
の

が
、
地
震
・
津
波
に
対
す
る「
安
全
裕
度
」で
あ
る
。
私
は

ま
ず
、
ハ
ー
ド
面
で
の
成
功
の
要
因
と
し
て
、
次
の
三
点
を
挙
げ

た
い
。

　

一
つ
目
は
、
地
震
直
後
、
さ
ら
に
津
波
到
達
後
も
電
源
が
確
保

さ
れ
て
い
た
こ
と（
図
⑥
次
ペ
ー
ジ
）。

　

福
島
第
一
の
１
～
４
号
で
は
外
部
電
源
を
喪
失
し
、
非
常
用
電

源
も
津
波
に
よ
り
す
べ
て
停
止
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
女
川
で
は
、

発
電
所
に
つ
な
が
る
外
部
電
源
５
回
線
の
う
ち
１
回
線
と
、
８
台

の
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
う
ち
６
台
が
使
え
た
。
非
常
用

発
電
機
は
号
機
間
で
融
通
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

二
つ
目
に
、
敷
地
高
さ（
図
⑦
次
ペ
ー
ジ
）。

　

当
初
想
定
し
て
い
た
津
波
の
高
さ
は
、
福
島
第
一
、
女
川
と
も
に

約
３
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
を
受
け
て
、
福
島
第
一
は
高
さ
約
10
メ
ー
ト

ル
の
敷
地
に
つ
く
ら
れ
た
の
に
対
し
、
女
川
は
敷
地
高
さ
を
約
14
・

８
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
３
月
11
日
の
最
大
津
波
高
さ
は
、
い
ず
れ

も
約
13
メ
ー
ト
ル
だ
っ
た
。
お
か
げ
で
女
川
は
、
半
島
一
帯
が
地

 図5   地震発生後のプラント状況（1～3号機の主な時系列）  

 図6   地震直後も電源は確保されていた  

 図7   津波の状況 

福

1号機（定格熱出力一定運転中） 2号機（第11回定期検査中で起動操作中） 3号機（定格熱出力一定運転中）

15：29　津波最大波到達

◆ 3月11日（金）
14：46　原子炉自動停止

14：47　主タービン自動停止

14：57　原子炉未臨界確認

15：26　RCIC手動起動

23：51　RHRポンプ（A）による
　　　　原子炉冷却開始

◆ 3月12日（土）
1：17  　冷温停止確認

◆ 3月11日（金）
14：46　原子炉自動停止  ※

14：47　DG（A）、（B）、（H）自動起動

14：49　冷温停止確認

15：35　DG（B）自動停止
　　　　（津波による補機冷却水系停止のため）
15：42　DG（H）自動停止
　　　　（津波による補機冷却水系停止のため）

◆ 3月12日（土）
12：12　RHRポンプ（A）による
　　　　原子炉冷却開始

※原子炉起動直後のため原子炉は
　未臨界（常温常圧状態）

◆ 3月11日（金）
14：46　原子炉自動停止
　　　　主タービン自動停止
14：47　非常用ディーゼル発電機（DG）
　　　　（A）（B）自動起動
14：57　火災報知機発報
14：59　原子炉隔離時冷却系（RCIC）
　　　　手動起動
15：05　原子炉未臨界確認

22：55　消火宣言
23：46　残留熱除去系（RHR）ポンプ（A）
　　　　による原子炉冷却開始

◆ 3月12日（土）
0：58  　冷温停止確認

津波高さ：約13ｍ
津波最大波到達時刻：15時29分
                            （地震発生から43分後）

２号機 原子炉建屋
附属棟（海水流入）

敷地高さ：13.8ｍ
（地震前 14.8ｍ）

港湾高さ：2.5ｍ
（地震前 3.5ｍ）

１号機重油タンク
（倒壊）

※２号機Ｂ系DGおよびＨ系DG（高圧炉心スプレイ）は，その後の津波の影響で使用不可
　（Ａ系DGは使用可能，各号機間での電源融通が可能）

非常用ディーゼル発電機（DG）はすべて健全（待機状態）※1．非常用電源
     は確保

（1）松島幹線（275kV）：1回線正常，1回線停止（2011.3.17復旧）
（2）牡鹿幹線（275kV）：2回線停止（2011.3.12復旧）
（3）塚浜支線（66kV）  ：1回線停止（2011.3.26復旧）

2．  外部電源も
　  確保
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震
に
よ
る
地
盤
沈
下
で
約
１
メ
ー
ト
ル
低
く
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
13
・
８
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
高
さ
に
守
ら
れ
、
津
波
に
洗
わ

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

震
災
の
１
年
後
、
女
川
原
子
力
発
電
所
を
訪
ね
た
と
き
、
立
地

前
か
ら
こ
の
発
電
所
に
関
わ
っ
て
き
た
八
島
俊
章
・
東
北
電
力
相

談
役
は
、「
先
人
の
お
か
げ
」と
感
慨
深
く
繰
り
返
し
た
。

　

八
島
相
談
役
に
よ
る
と
、
東
北
電
力
で
は
、
１
９
６
８
年
ご
ろ

か
ら
学
識
経
験
者
に
よ
る
社
内
委
員
会
で
明
治
と
昭
和
の
三
陸
津

波
、
さ
ら
に
は
８
６
９
年
の
貞
観
津
波
、
１
６
１
１
年
の
慶
長
津

波
な
ど
を
調
査
し
、
敷
地
高
さ
を
14
・
８
メ
ー
ト
ル
に
決
定
し
た

そ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
１
９
８
７
年
の
２
号
機
設
置
許
可
申
請
時
に
、
貞
観

津
波
の
影
響
調
査（
地
質
調
査
）な
ど
を
ふ
ま
え
、
想
定
津
波
高
さ

を
約
９
メ
ー
ト
ル
に
見
直
し
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
防
潮
堤
の

下
部
９
・
７
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
に

よ
る
法
面
防
護
の
追
加
工
事
を
実
施
し
た（
図
⑧
）。

　

ほ
か
に
も
、
海
水
ポ
ン
プ
室
を
壁
で
囲
む
ピ
ッ
ト
化
や
、
引
き

潮
時
に
非
常
用
冷
却
海
水
を
確
保
す
る
取
水
路
の
底
を
深
く
す
る

工
事
な
ど
を
し
て
き
た
。

　

こ
う
し
た
対
策
を
逐
次
積
み
重
ね
た
こ
と
で
、「
津
波
の
第
１
波

だ
け
で
な
く
、
第
２
波
以
降
に
つ
い
て
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

と
い
う
。

　

三
つ
目
は
、
耐
震
裕
度
。

　

女
川
で
は
、
２
０
１
０
年
６
月
ま
で
に
、
機
器
や
配
管
に
サ
ポ
ー

ト
を
設
置
す
る
な
ど
、
耐
震
安
全
性
を
向
上
す
る
工
事
を
終
え
て
い

た
。
そ
の
数
は
、
３
機
で
計
約
６
６
０
０
カ
所
に
上
る
。

　

ま
た
、
排
気
筒
の
支
持
鉄
塔
を
鋼
材
で
補
強
し
、
排
気
筒
と
鉄

15

10

5

0

－5

－10

－15
14：30 15：00 15：30 16：00 16：30 17：00 時間

水
位（
O
．P
．m
）

平成22年3月29日に設置したバックアップ潮位計による記録

潮位計の観測レンジの下限

最高水位 約13m

2号機増設時に想定津波水位を9．1mと評価 コンクリートブロックによる法面防護工を
9．7mの高さまで設置（追加工事）

津波の第一波だけでなく
第二波以降についても
耐えた

O．P．9．7m※

法面防護工

O．P．3．5m※

O．P．14．8m※

敷地地盤0．3m

1：1
．5

2．1m

1．0m
※地震前の高さを示す

■設計に考慮した事項
 ・ 津波引き波時の安定性
 ・ 耐震性

津波の観測記録

法
面
防
護
工

 図8   防潮堤の強化（法面防護工）  

ピット化された海水ポンプ室

耐震補強工事（筋交い）が実施された旧事務棟

O.P.：女川の工事用基準面（O.P.±0.0mは東京湾平均海面（T.P.）−0.74mに相当）

サポートが追加された配管

サポート追加
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塔
を
制
震
装
置
で
連
結
す
る
耐
震
裕
度
向
上
工
事
も
お
こ
な
っ

た
。

　

さ
ら
に
、
中
越
沖
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
緊
急
対
策
室
や
計

算
機
室
を
含
む
事
務
棟
に
筋
交
い
を
施
す
大
掛
か
り
な
耐
震
補
強

工
事
を
同
年
ま
で
に
す
ま
せ
て
い
た
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
免
震
構
造
の
新
事
務
棟
を
２
０
０
９
年
か

ら
建
設
中
だ
っ
た
が
、
そ
の
工
事
と
並
行
し
て
、
当
時
使
用
し

て
い
た
旧
事
務
棟
に
つ
い
て
も
耐
震
補
強
工
事
を
進
め
た
の
で
あ

る
。

　

こ
の
二
重
の
備
え
が
、
震
災
時
に
効
を
奏
し
た
。
あ
と
で
お
話

し
す
る
よ
う
に
、
緊
急
対
策
室
と
し
て
機
能
し
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、

近
隣
住
民
に
一
時
、
避
難
し
て
も
ら
う
な
ど
、
耐
震
補
強
し
た
旧

事
務
棟
が
大
い
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。

IAEAによる「女川原子力発電所耐震等性能調査」

好
事
例
と
し
て
世
界
が
称
賛

０
１
２
年
７
月
、
私
が
女
川
原
子
力
発
電
所
を
訪
問
し
た

の
と
相
前
後
し
て
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ（
国
際
原
子
力
機
関
）の
ス

ジ
ッ
ト
・
サ
マ
ダ
ー
耐
震
セ
ン
タ
ー
長
や
、
フ
ラ
ン
ス
の
Ｉ
Ｒ
Ｓ

Ｎ（
放
射
線
防
護
原
子
力
安
全
研
究
所
）、
米
国
Ｎ
Ｒ
Ｃ（
原
子
力

規
制
委
員
会
）、
民
間
の
専
門
家
ら
20
人
が
、
女
川
原
子
力
発
電

所
を
訪
れ
た
。
女
川
の
デ
ー
タ
を
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
加
盟
国
間
で
共
有

す
る
の
が
狙
い
だ
っ
た
。

　

11
日
間
に
わ
た
っ
て
所
内
を
く
ま
な
く
見
て
歩
い
た
調
査
団

は
、「
大
き
な
損
傷
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
」と
、
驚
き
の
声
を
上

げ
た
。

　

報
告
書
に
は
、「
地
震
時
に
安
全
確
保
上
重
要
な
設
備
は
も
と
よ

り
、
そ
の
他
の
設
備
も
適
切
に
機
能
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
」 「
あ

れ
ほ
ど
の
地
震
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
構
造
物
・
機
器
は
驚
く
ほ

ど
損
傷
が
少
な
か
っ
た
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
２
０
１
３
年
10
月
、
女
川
原
子
力
発
電
所
を
再
訪
し

た
と
き
、
私
は
も
う
一
つ
の
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
。

　

Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ（
世
界
原
子
力
発
電
事
業
者
協
会
）が
、
震
災
当
時
の

女
川
原
子
力
発
電
所
所
長
で
あ
る
渡
部
孝
男
・
東
北
電
力
常
務
取

締
役
原
子
力
部
長
を
、
原
子
力
の
安
全
に
寄
与
し
た
原
子
力
功
労

者
と
し
て
表
彰
し
た
、
と
い
う
の
だ
。

　

受
賞
の
理
由
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
は
次
の
３
点
を
挙
げ
て
い

る
。

１
、
女
川
原
子
力
発
電
所
が
日
頃
か
ら
緊
急
時
の
対
応
を
は
じ
め

と
し
た
事
前
準
備
に
備
え
て
き
た
こ
と
。

２
、
過
去
に
例
を
見
な
い
巨
大
地
震
と
津
波
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

２
女
川
原
子
力
発
電
所
の
３
機
す
べ
て
を
安
全
に
冷
温
停
止
に

導
い
た
こ
と
。

３
、
震
災
で
被
災
し
た
地
域
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
と
と
も
に

困
難
を
乗
り
越
え
た
こ
と
。

　

私
は
、
こ
れ
ら
の
称
賛
が
ソ
フ
ト
、
す
な
わ
ち
”
人
”
に
対
し

て
向
け
ら
れ
て
い
る
点
に
、
感
動
を
覚
え
た
。
い
ず
れ
も
、
発
電

所
長
と
発
電
所
員
全
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
な
く
し
て
は
、
成
し
得

な
い
行
為
で
あ
る
。

　

モ
ス
ク
ワ
で
の
授
賞
式
に
出
席
し
た
渡
部
常
務
は
、
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ

総
裁
か
ら 

「T
his award is for you and for your staff

」 

と
称

え
ら
れ
た
こ
と
が
最
高
に
う
れ
し
か
っ
た
、
と
話
す
。

　
「
祝
賀
会
が
終
わ
っ

て
帰
り
際
に
、『
あ
な

た
た
ち
を
大
変
誇
り

に
思
っ
て
い
る
』と
、

見
ず
知
ら
ず
の
出
席

者
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
た
ん
で
す
よ
。
胸

が
熱
く
な
り
ま
し
た

ね
」

力を合わせた所員たちと、原子力功労者賞トロフィーを囲む

モスクワで行われたWANOの
授賞式（写真提供：電気新聞）



1516

み
つ
き
な
が
ら
、
電
光
表
示
板
で
プ
ラ
ン
ト
の
状
況
を
確
か
め
た
。

運
転
員
も
制
御
盤
の
手
す
り
に
つ
か
ま
っ
て
、
表
示
板
を
注
視
し

て
い
る
。

　

発
電
機
の
出
力
の
表
示
が
、
１
０
０
％
か
ら
０
％
へ
み
る
み
る

下
が
る
。
１
号
機
の
原
子
炉
が
自
動
停
止
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

事
務
棟
２
階
の
所
長
室
。
２
号
機
の
原
子
炉
臨
界
の
連
絡
を

待
っ
て
い
た
渡
部
孝
男
所
長
は
、
突
然
の
揺
れ
を
感
じ
、
机
の
下

に
身
を
隠
し
た
。

　

所
長
室
に
あ
る
発
電
機
の
出
力
メ
ー
タ
ー
に
目
を
や
る
と
、
１

号
機
、
３
号
機
の
出
力
が
ス
ー
ッ
と
下
が
っ
て
い
く
。
揺
れ
に
体

を
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、 「
１
、３
号
機
止
ま
っ
た
ぞ
！　

集
ま
れ
！
」

と
大
声
を
出
し
た
。

　

事
務
棟
３
階
の
緊
急
対
策
室
に
、
所
長
、
副
所
長
、
課
長
ら
数

十
人
が
ま
も
な
く
顔
を
そ
ろ
え
た
。

　
「
ま
ず
は
正
し
い
情
報
収
集
と
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
！
」

　

渡
部
所
長
は
、
各
号
機
の
中
央
制
御
室
か
ら
緊
急
対
策
室
へ
プ

ラ
ン
ト
の
状
況
を
伝
え
る
方
法
と
し
て
、
機
ご
と
の
連
絡
ラ
イ
ン

を
確
立
し
た
。
情
報
収
集
と
状
況
把
握
に
努
め
な
が
ら
、
本
店
へ

発
電
所
の
状
況
を
伝
え
た
。

連
絡
ル
ー
ト
を
し
ぼ
り
、
現
場
に
集
中

部
と
の
情
報
の
や
り
取
り
の
役
割
を
本
店
が
果
た
し
て
く

れ
た
の
で
、
私
た
ち
は
現
場
に
集
中
で
き
た
ん
で
す
」

　

渡
部
常
務
は
、
当
時
の
状
況
を
そ
う
振
り
返
る
。

　
「
連
絡
は
２
ル
ー
ト
化
し
ま
し
た
。
電
源
盤
火
災
、
そ
し
て
建

屋
内
へ
の
海
水
流
入
と
い
う
大
変
な
状
況
に
お
か
れ
た
１
・
２
号

中
央
制
御
室
と
緊
急
対
策
室
と
の
情
報
ル
ー
ト
を
２
ル
ー
ト
化
し

た
の
で
す
。
発
電
課
長
か
ら
緊
急
対
策
室
の
技
術
担
当
課
長
の

ル
ー
ト
と
、
現
場
に
い
た
副
所
長
と
私（
所
長
）の
２
本
で
す
。

　

同
じ
よ
う
に
本
店
へ
の
連
絡
も
、
発
電
所
の
技
術
担
当
課
長
が
、

本
店
原
子
力
部
の
課
長
に
連
絡
。
ま
た
、
そ
れ
を
補
完
す
る
か
た

ち
で
、
私
と
本
店
の
原
子
力
部
長
の
２
ル
ー
ト
で
す
。
原
子
力
部

長
は
原
子
力
発
電
所
の
所
長
も
務
め
た
方
で
す
か
ら
、
事
情
を
よ

く
知
っ
て
い
ま
す
」

　
「
ず
っ
と
テ
レ
ビ
会
議
を
や
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
、
火
事
の

現
場
を
実
況
中
継
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
決
し
て
好
ま
し
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
火
が
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
」

　

た
と
え
ば
、
住
民
を
発
電
所
に
受
け
入
れ
る
と
き
も
、
本
店
と

の
会
話
は
短
か
っ
た
。

　
「
避
難
の
方
々
を
受
け
入
れ
ま
す
」

　
「
わ
か
り
ま
し
た
。
人
数
は
？
」

　
「
あ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
し
ま
す
か
ら
」

　

報
告
を
必
要
最
小
限
に
し
、
現
場
対
応
に
注
力
で
き
た
こ
と
。

采
配
が
所
長
に
委
ね
ら
れ
、
即
断
即
決
で
き
た
こ
と
。
本
店
に
は

現
場
を
よ
く
知
る
者
が
い
て
、
後
方
支
援
に
徹
し
た
こ
と
。

　

こ
の「
現
場
へ
の
信
頼
」か
ら
、
成
功
へ
の
道
が
切
り
開
か
れ
て

い
く
。

 

10
人
が
防
火
服
を
着
て
火
災
現
場
へ  

時
49
分
。
起
動
し
た
直
後
だ
っ
た
２
号
機
の
冷
温
停
止
を

確
認
し
た
。
残
る
１
、３
号
機
の
冷
温
停
止
に
向
け
て
、

そ
の
時
、
発
電
所
員
は
ど
う
動
い
た
か 

界
の
原
子
力
発
電
事
業
者
た
ち
に
も
称
え
ら
れ
た
女
川
発

電
所
員
た
ち
の
力
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
の
か
。

　

現
場
で
、
そ
の
時
、
一
人
ひ
と
り
が
ど
う
動
い
た
の
か
。

　

震
災
当
時
、
所
長
だ
っ
た
渡
部
常
務
を
は
じ
め
、
当
時
の
所
員

や
近
隣
の
方
に
伺
っ
た
話
か
ら
、
再
現
し
て
み
よ
う（
肩
書
き
は

当
時
）。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
。
女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、
１
号
機
、

３
号
機
が
安
定
し
て
発
電
を
継
続
し
て
い
た
。

　

２
号
機
が
ち
ょ
う
ど
定
期
検
査
の
終
盤
を
迎
え
、
１
、２
号
機

を
担
当
す
る
Ａ
班
の
佐
久
間
一
男
発
電
課
長
は
、
原
子
炉
起
動
に

向
け
て
朝
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
に
余
念
が
な
か
っ
た
。

　

Ａ
班
は
、
佐
久
間
課
長
以
下
13
人
。
休
日
明
け
の
朝
で
、
８
時

40
分
か
ら
中
央
制
御
室
で
の
交
替
勤
務
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

14
時
。
予
定
通
り
、
２
号
機
の
制
御
棒
を
引
き
抜
き
始
め
、
起

動
の
操
作
は
順
調
に
進
ん
だ
。

　
「
間
も
な
く
発
電
を
開
始
で
き
る
ぞ
」

　

所
員
た
ち
は
、
定
期
検
査
を
や
り
遂
げ
た
達
成
感
と
、
発
電
で

き
る
喜
び
に
高
揚
し
た
。

　

14
時
46
分
。
あ
と
少
し
で
原
子
炉
が
臨
界
を
迎
え
る
。

　
「
だ
い
た
い
落
ち
着
い
て
き
た
ね
」

　

佐
久
間
課
長
は
ほ
っ
と
息
を
つ
い
て
椅
子
に
腰
を
下
ろ
し
た
。

そ
の
瞬
間
、
ガ
タ
ガ
タ
ッ
と
揺
れ
を
感
じ
た
。
続
い
て
、
激
し
い

横
揺
れ
が
中
央
制
御
室
を
襲
っ
た
。

　

佐
久
間
課
長
は
と
っ
さ
に
席
を
立
ち
、
中
央
付
近
の
柱
に
し
が

東日本大震災時に女川原子力発電所所長を務めていた
渡部孝男常務

東日本大震災時の発電所の様子や対応などについて、渡部常務に当時の
写真を見せてもらいながらお話を伺った

14 外

世
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を
背
負
い
、
煙
が
充
満
し
て
い
る
暗
い
階
段
室
を
一
歩
一
歩
進
ん

で
行
っ
た
。

　
「
燃
え
て
い
れ
ば
、
赤
い
炎
が
見
え
る
は
ず
だ
」と
思
っ
て
い
た
。

ど
こ
に
も
炎
は
出
て
い
な
か
っ
た
。
高
圧
電
源
盤
内
で
、
遮
断
器

か
ら
発
生
し
た
火
花
で
ケ
ー
ブ
ル
の
絶
縁
被
覆
が
溶
け
、
煙
が
出

て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

酸
素
ボ
ン
ベ
の
残
量
が
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
い
っ
た
ん
引

き
返
し
た
。
危
機
一
髪
。
階
段
に
戻
っ
て
扉
を
開
け
た
瞬
間
、
警

報
が
ピ
ピ
ッ
と
鳴
っ
た
。
酸
素
は
も
う
わ
ず
か
だ
っ
た
。

　

進
退
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に
、
粉
末
消
火
器
を
使
っ
て
火
を

消
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
22
時
55
分
だ
っ
た
。

「
余
分
に
土
の
う
を
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
た
」

災
報
知
器
が
鳴
り
響
く
間
、
今
度
は
２
号
機
の
原
子
炉
建

屋
附
属
棟
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
と
い
う
情
報
が
届
く
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
２
号
機
の
原
子
炉
は
起
動
過
程
で
止
ま

り
、
数
分
後
に
冷
温
停
止
を
確
認
し
た
。
地
震
発
生
直
後
に
非
常

用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
の
三
つ
が
起
動
し
、
い
つ
で
も
電
気
を
供

給
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

　

15
時
29
分
、
津
波
の
最
大
波
が
到
達
。
そ
の
後
、
35
分
、
42
分

と
立
て
続
け
に
、
非
常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
二
つ
が
停
止
し
た
。

中
央
制
御
室
に
、
警
報
が
鳴
り
響
い
た
。

　

す
ぐ
さ
ま
運
転
員
が
駆
け
つ
け
、「
原
子
炉
建
屋
の
地
下
３
階
、

補
機
冷
却
系
熱
交
換
器
室
に
水
が
あ
り
ま
す
！
」と
、
報
告
し
た
。

　

こ
の
水
は
、
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
発
生
源
が
わ
か

ら
な
い
。
渡
部
所
長
は
、
水
の
分
析
を
放
射
線
管
理
課
に
頼
ん
だ
。

時
に
９
人
の
手
が
パ
ッ
と
上
が
っ
た
。

　
「
な
ん
て
、
こ
の
人
た
ち
は･･････

」

　

内
海
主
任
は
、
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
。
体
育
館
で
防
火
服
に
着

替
え
な
が
ら
、「
彼
ら
の
安
全
を
守
り
つ
つ
、
火
元
を
見
つ
け
る
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
ど
の
経
路
を
行
け
ば
い
い
か
」と
、
内

海
主
任
は
必
死
に
頭
を
め
ぐ
ら
せ
た
。

　

火
元
は
１
号
機
の
タ
ー
ビ
ン
建
屋
、
と
い
う
だ
け
で
、
ど
こ
で

何
が
燃
え
て
い
る
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
タ
ー
ビ
ン
建
屋
に
入
り
、

ま
ず
は
消
火
器
を
手
当
た
り
次
第
か
き
集
め
た
。
火
元
に
最
寄
り

の
階
段
を
使
お
う
と
、
扉
を
開
け
た
瞬
間
、
大
量
の
黒
煙
が
噴
き

出
し
、
視
界
を
さ
え
ぎ
っ
た
。

　
「
こ
こ
か
ら
降
り
る
の
は
無
理
だ
」

　

Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
機
械
保
修
課
長
と
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
他
に

使
え
る
ル
ー
ト
は
な
い
か
、
探
っ
た
。

　

ま
ず
は
内
海
主
任
と
消
火
班
副
責
任
者
の
２
人
で
酸
素
ボ
ン
ベ

中
央
制
御
室
の
運
転
員
た
ち
は
余
震
に
揺
ら
れ
な
が
ら
、
立
ち
っ

ぱ
な
し
で
操
作
を
継
続
し
て
い
た
。

　

日
頃
、
中
央
制
御
室
と
全
く
同
じ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
故
や
災
害
を
想
定
し
て
訓
練
を
し
て
き
た
自
負
か

ら
、「
冷
温
停
止
ま
で
確
実
に
も
っ
て
い
け
る
」と
、
佐
久
間
課
長

は
確
信
し
て
い
た
。

　

と
は
い
え
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
激
し
い
揺
れ
、
そ
し
て
、

迫
り
来
る
大
津
波
の
情
報
。
動
揺
し
な
い
は
ず
は
な
い
。
天
井
の

化
粧
板
や
蛍
光
灯
が
落
ち
て
散
乱
す
る
床
を
、
バ
リ
バ
リ
、
ジ
ャ

リ
ジ
ャ
リ
と
踏
み
し
め
な
が
ら
、
運
転
員
た
ち
は
訓
練
を
思
い
起

こ
し
、
互
い
を
鼓
舞
し
て
い
た
。

　

一
方
、
地
震
発
生
直
後
か
ら
、
火
災
報
知
器
が
ポ
ロ
ン
ポ
ロ
ン

と
鳴
り
響
い
て
い
た
。

　

現
場
に
向
か
っ
た
所
員
か
ら
は
、
真
っ
黒
い
煙
が
立
ち
込
め
て

い
る
と
い
う
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。

　

機
械
保
修
課
タ
ー
ビ
ン
グ
ル
ー
プ
の
内
海
靖
宏
技
術
主
任
は
、

最
初
の
揺
れ
の
と
き
事
務
棟
に
い
た
が
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ

れ
て
避
難
指
示
が
出
た
の
を
受
け
、
体
育
館
の
駐
車
場
へ
歩
い
た
。

　
「
避
難
し
ろ
！　

み
ん
な
逃
げ
ろ
！
」

　

所
長
の
指
示
を
聞
い
て
、
駐
車
場
に
所
員
が
集
ま
っ
て
き
た
。

そ
の
一
方
で
、「
火
災
が
発
生
し
た
こ
と
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
消

火
に
向
か
う
気
構
え
は
で
き
て
い
ま
し
た
」と
、
内
海
主
任
。

　
「
タ
ー
ビ
ン
グ
ル
ー
プ
の
10
人
で
火
災
現
場
に
向
か
っ
て
ほ
し
い
」

　

そ
う
指
示
が
出
る
と
、
現
場
を
よ
く
知
る
内
海
主
任
が
、
ま
ず

決
ま
っ
た
。

　
「
（
ほ
か
に
）誰
が
行
く
？
」と
内
海
主
任
が
問
う
間
も
な
く
、
同

火

保全部タービングループの内海靖宏副長
（当時技術主任）

佐久間一男副調査役（当時発電課長）

津幡所長、佐久間副調査役、内海副長に、東日本大震災時の発電所の様子や対応などに
ついてお話を伺った
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こ
の
日
、
阿
部
区
長
は
海
岸
の
自
宅
倉
庫
で
海
草
の
袋
詰
め
を

し
て
い
た
。
身
ひ
と
つ
で
命
か
ら
が
ら
高
台
に
逃
げ
た
も
の
の
、

自
宅
は
跡
形
も
な
く
海
に
の
ま
れ
た
。

　

鮫
浦
地
区
で
は
、
２
戸
を
残
し
て
全
戸
が「
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り
」流

さ
れ
、
高
台
の
避
難
所
も
使
え
な
か
っ
た
と
い
う
。
高
台
に
駆
け
上

が
っ
た
住
民
は
、
野
外
で
恐
怖
に
お
び
え
な
が
ら
身
を
寄
せ
合
っ
た
。

　
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
年
寄
り
は
夜
を
越
せ
な
い
」

　
「
ど
う
す
っ
ぺ
」

　
「
区
長
、発
電
所
は
ど
う
だ
。
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
み
て
は
」

　

誰
と
も
な
く「
発
電
所
」と
い
う
声
が
出
た
。
住
民
を
代
表
し
て
、

阿
部
区
長
ら
は
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の
末
、
寸
断
さ
れ
た
道
路
を
越
え
、

標
高
１
２
０
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
る
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
に
た
ど
り

着
い
た
の
だ
っ
た
。

　

添
川
課
長
は
す
ぐ
に
大
ホ
ー
ル
を
開
放
し
、
あ
り
っ
た
け
の

シ
ー
ト
や
毛
布
を
敷
い
た
。
16
時
を
過
ぎ
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
添

川
課
長
も
阿
部
区
長
も
、
時
間
の
記
憶
は
あ
い
ま
い
だ
が
、
夜
の

帳
が
お
り
つ
つ
あ
り
、
冷
え
込
み
が
し
ん
し
ん
と
増
し
て
い
た
。

　

避
難
者
は
や
が
て
50
人
ほ
ど
に
ふ
く
れ
あ
が
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
で
は
毛
布
や
作
業
着
、
備
蓄
の
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
な
ど
を

配
っ
た
が
、停
電
し
て
お
り
、暖
房
も
な
い
。
夜
の
闇
が
セ
ン
タ
ー

を
包
み
、
暗
く
な
っ
て
く
る
。

　

渡
部
所
長
の
判
断
で
、
所
員
の
通
勤
用
の
バ
ス
を
出
し
、
セ
ン

タ
ー
か
ら
発
電
所
の
事
務
棟
に
移
動
し
て
も
ら
っ
た
。
発
電
所
へ

直
接
避
難
し
て
き
た
住
民
も
い
た
。

　

明
け
て
12
日
に
は
、
発
電
所
か
ら
バ
ス
を
鮫
浦
地
区
へ
迎
え
に

出
し
た
。
鮫
浦
地
区
か
ら
は
、
最
終
的
に
住
民
１
０
１
人
が
避
難

し
て
き
た（
図
⑨
）。

「
発
電
所
へ
避
難
し
よ
う
」

波
が
来
て
か
ら
は
外
部
と
の
連
絡
も
ま
ま
な
ら
ず
、
同
僚

や
家
族
の
安
否
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
協
力
会
社
も
含
め

１
５
０
０
人
が
発
電
所
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
。

　

こ
の
１
５
０
０
人
の
ほ
か
に
、
３
月
11
日
は
仙
台
市
内
の
大
学

生
ら
17
人
が
、
２
号
機
を
見
学
に
訪
れ
て
い
た
。

　

地
震
発
生
時
は
、
ち
ょ
う
ど
見
学
を
終
え
、
出
入
管
理
所
に
戻

る
途
中
だ
っ
た
。

　
「
と
に
か
く
お
客
様
の
安
全
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

　

女
川
原
子
力
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
所
長
の
添
川
信
夫
広
報
課
課
長

は
、
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
大
き
な
揺
れ
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
真
っ

先
に
そ
う
考
え
た
。

　

見
学
の
案
内
を
し
て
い
た
仙
台
営
業
所
の
社
員
や
Ｐ
Ｒ
セ
ン

タ
ー
の
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
に
Ｐ
Ｈ
Ｓ
で
何
度
も
連
絡
を
試
み
、
よ
う

や
く
事
務
棟
に
避
難
し
て
無
事
だ
と
知
っ
た
。

　

ほ
っ
と
し
た
の
も
つ
か
の
間
、
着
の
身
着
の
ま
ま
の
格
好
で
、

疲
れ
切
っ
た
よ
う
す
の
男
性
２
人
が
、
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の
ガ
ラ
ス

扉
を
開
け
た
。
女
川
原
子
力
発
電
所
の
南
側
に
位
置
す
る
石
巻
市

鮫
浦
地
区
の
阿
部
正
夫
区
長
ら
だ
っ
た
。

　
「
ぜ
ん
ぶ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
地
区
の
皆
を
助
け
て
」

　

大
津
波
警
報
が
出
て
い
る
の
は
ラ
ジ
オ
で
知
っ
て
は
い
た
も
の

の
、
近
隣
の
集
落
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
は
、
添
川
課
長
に
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
旧
知
の
阿
部
区
長
の
た
だ
ご
と
で
は
な
い
よ

う
す
を
見
て
、「
こ
れ
は
、
大
変
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
」と
悟
っ

た
。

　

海
水
だ
と
わ
か
る
と
、
機
械
保
修
課
原
子
炉
グ
ル
ー
プ
の
25
人

が
仮
設
ポ
ン
プ
８
台
を
使
っ
て
、
汲
み
上
げ
始
め
た
。
地
下
３
階

か
ら
地
上
へ
、
一
気
に
は
上
げ
ら
れ
な
い
。
誰
か
が
機
転
を
利
か

せ
て
大
型
の
ポ
リ
タ
ン
ク
を
見
つ
け
て
き
た
。

　

踊
り
場
に
タ
ン
ク
を
置
い
て
風
呂
桶
の
よ
う
に
い
っ
た
ん
水
を

た
め
、
再
度
そ
こ
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
止

ま
っ
て
い
る
の
で
、
階
段
を
上
り
下
り
し
て
機
材
を
運
ぶ
。
人
海

戦
術
だ
。
汲
み
上
げ
作
業
は
、
夜
を
徹
し
て
続
い
た
。

　

三
つ
の
非
常
用
発
電
機
の
う
ち
、
動
い
て
い
る
一
つ
は
な
ん
と

し
て
も
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
万
一
に
備
え
て
、
土
の
う
を
１
０
０
個
準
備
し
て
く
れ
」

　

渡
部
所
長
を
補
佐
す
る
増
子
次
郎
所
長
代
理
か
ら
の
指
示
を
受

け
、
み
な
で
手
分
け
し
て
土
の
う
を
担
ぎ
、
地
下
３
階
ま
で
階
段

で
運
ん
だ
。

　

さ
ら
に
水
が
来
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
情
報
を
受
け
、
増
子

所
長
代
理
が
、
も
っ
と
土
の
う
を
つ
く
っ
て
く
れ
、
と
い
う
と
、「
余

分
に
つ
く
っ
て
お
き
ま
し
た
が
、
何
個
必
要
で
す
か
？
」と
の
声
。

　
「
何
個
で
き
て
い
る
？
」

　
「
３
０
０
ま
で
で
き
て
い
ま
す
」

　

指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
指
示
を
受
け
た
ら
、
そ
の

先
の
事
態
ま
で
考
え
て
、
み
な
が
自
発
的
に
行
動
し
た
。
土
の
う

を
つ
く
っ
た
り
、
運
ん
だ
り
す
る
作
業
に
も「
う
ち
か
ら
何
人
出

し
ま
す
！
」と
、
率
先
し
て
声
を
上
げ
た
。

　

自
分
は
何
が
で
き
る
か
を
考
え
て
先
に
、
先
に
と
動
い
て
く
れ

る
所
員
た
ち
。
渡
部
所
長
は
、
そ
ん
な
光
景
を
見
て
心
強
く
な
っ

た
。

津

 図9   女川原子力発電所への避難者受け入れ

  凡例 ： H23.3.14時点の（ 避難者数 ／ 住人数 ）
     × 震災直後の道路寸断箇所
　  　   （その他寸断箇所多数あり）

女川原子力発電所

その他地区（18）

←至 石巻市

女川町中心部

鮫浦（101／130）

前網（28／90）

寄磯（0／350）
小学校へ避難中

塚浜・小屋取（130／225）

飯子浜（66／90）

県道女川牡鹿線
（五部浦道路）

県道牡鹿半島公園線
（コバルトライン）

県道石巻鮎川線
（表浜道路） 受け入れ施設

PRセンター

事務棟（旧館）

体育館
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「
津
波
で
家
が
流
さ
れ
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
い
る
方
々
に
、

食
事
も
提
供
で
き
な
い
な
ん
て
、
そ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
」と
、

目
黒
副
長
。

　

そ
ん
な
思
い
で
、
避
難
し
て
き
た
地
域
住
民
に
非
常
食
を
優
先

し
て
提
供
し
た
。発
電
所
員
の
作
業
着
や
防
寒
着
を
着
て
も
ら
っ
た
。

　
「
食
糧
、
水
、
毛
布
、
酸
素
ボ
ン
ベ
を
至
急
頼
む
」

　

渡
部
所
長
は
、
テ
レ
ビ
会
議
で
本
店
に
訴
え
た
。

　

翌
朝
、
梅
田
健
夫
副
社
長
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
大
量
の
物
資

を
積
み
、
飛
ん
で
き
た
。

　
「
誰
も
つ
い
て
来
な
く
て
い
い
。
と
に
か
く
物
資
を
積
め
！
」

　

そ
う
い
っ
て
副
社
長
が
自
ら
、
物
資
を
届
け
た
の
で
あ
る
。

　

帰
り
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
は
、
出
産
間
近
の
妊
婦
、
酸
素
吸
入

し
て
い
る
患
者
に
付
き
添
い
、
看
護
師
免
許
を
も
つ
総
務
課
の
柏

谷
明
美
さ
ん
が
同
乗
し
た
。
ヘ
リ
は
自
衛
隊
の
霞
の
目
飛
行
場
に

降
り
、
救
急
車
で
仙
台
の
病
院
へ
急
い
だ
。
柏
谷
さ
ん
は
病
院
ま

で
付
き
添
い
、
家
族
に
引
き
合
わ
せ
た
の
だ
っ
た
。

　

避
難
の
住
民
は
そ
の
後
体
育
館
に
移
り
、
３
月
14
日
に
は

３
６
４
人
に
膨
れ
上
が
っ
た
。

　

４
月
下
旬
に
は
、
本
店
か
ら
お
に
ぎ
り
や
お
茶
な
ど
を
運
ん
で

も
ら
い
、
所
内
で
花
見
を
楽
し
む
余
裕
も
生
ま
れ
た
。

　

海
で
は
、
港
を
な
く
し
た
避
難
船
が
、
発
電
所
の
港
湾
に
碇
を

下
ろ
し
た
。

　

そ
の
後
６
月
６
日
ま
で
の
３
カ
月
間
に
わ
た
り
、
発
電
所
は
地

域
住
民
を
守
り
抜
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
同
じ
釜
の
飯
」を
発
電
所
で
一
緒
に
食
べ
、
苦
楽
を
と
も
に
し
、

震
災
の
試
練
を
乗
り
越
え
た
発
電
所
員
と
住
民
。
そ
の
絆
は
、
以

前
に
も
増
し
て
、
固
く
強
く
結
ば
れ
た
。

　
「
あ
の
日
、
発
電
所
で
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
け
れ
ば
、
鮫
浦

で
は
凍
死
し
た
人
が
出
た
か
も
し
れ
な
い
」

　

阿
部
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
「
食
糧
や
衣
類
も
不
自
由
な
く
て
、
ほ
か
の
避
難
所
よ
り
よ
か
っ

た
と
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
ん
だ
よ
。
い
ち
ば
ん
う
れ
し
か
っ
た

の
は
、
体
育
館
に
移
っ
て
す
ぐ
に
１
人
３
分
間
、
電
話
を
か
け
さ

せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
。
携
帯
電
話
が
使
え
な
く
て
、
家
族
の
安
否

が
わ
か
ら
な
い
人
も
多
か
っ
た
か
ら
。
あ
の
心
遣
い
は
、
ほ
ん
と

う
に
あ
り
が
た
か
っ
た
」

　

体
育
館
で
福
島
第
一
事
故
の
報
に
接
し
て
も
、「
女
川
は
大
丈
夫

と
思
っ
て
い
た
よ
」と
、
阿
部
さ
ん
は
笑
っ
た
。

　
「
な
ん
で
発
電
所
に
行
こ
う
と
思
っ
た
か
っ
て･･････

。
発
電

所
な
ら
安
全
だ
と
、
自
然
に
そ
う
思
っ
た
ん
だ
よ
」

　

阿
部
さ
ん
は
、
穏
や
か
な
笑
顔
で
振
り
返
る
。

　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
建
設
前
か
ら
発
電
所
の
こ
と
は
よ
く
知
っ
て

お
っ
た
か
ら
ね
。
気
象
観
測
用
の
鉄
塔
工
事
を
し
て
た
か
ら
、
現

場
の
こ
と
も
放
射
線
の
レ
ベ
ル
も
知
っ
て
る
し
ね
。
女
の
人
た
ち

は
視
察
で
中
を
見
て
回
っ
て
た
。
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
で
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
顔
を
合
わ
せ
て
、
何
か
あ
っ
た
ら
発
電
所
が
い
ち
ば
ん
頑

丈
だ
と
わ
か
っ
て
た
ん
だ
」

「
と
に
か
く
物
資
を
積
め
！
」

域
の
皆
さ
ん
を
発
電
所
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
か
」

添
川
課
長
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
と
き
、
渡
部
所
長
は
、
原

子
炉
建
屋
附
属
棟
地
下
の
流
入
水
を
汲
み
出
し
た
り
、
火
災
の
消

火
に
追
わ
れ
た
り
と
、
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
格
闘
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、「
ず
ぶ
濡
れ
の
方
も
い
る
。
停
電
し
て
い
て
寒
い
。
ど

う
す
る
？
」と
問
わ
れ
た
と
き
、
一
も
二
も
な
く
、「
発
電
所
に
来

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
」と
即
決
し
た
。

　
「
英
断
だ
っ
た
な
ん
て
、
と
ん
で
も
な
い
。
私
た
ち
は
同
じ
被

災
者
。
普
段
か
ら
顔
見
知
り
の
方
々
で
す
し
、
あ
の
状
況
で
は
、

だ
れ
で
も
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。（
避
難
生
活
で
は
）

み
ん
な
が
自
分
に
何
が
で
き
る
か
と
考
え
て
、
見
学
者
も
含
め
て
、

掃
除
ぐ
ら
い
や
り
ま
す
よ
、
と
い
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
た
の
が

う
れ
し
か
っ
た
で
す
」

　

渡
部
常
務
は
、
言
葉
少
な
に
、
受
け
入
れ
の
経
緯
を
話
し
て
く

れ
た
。

　

受
け
入
れ
に
は
、
総
務
課
、
広
報
課
、
警
備
課
な
ど
の
対
応
が

要
る
が
、
こ
れ
ら
の
所
員
の
目
も「
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
！
」と

語
っ
て
い
た
。

　

発
電
所
に
備
え
て
い
た
非
常
食
は
、
約
４
５
０
０
食
。
こ
れ
に

対
し
、道
路
が
寸
断
さ
れ
て
発
電
所
構
内
に
”
篭
城
”
中
の
人
は
、

社
員
と
協
力
企
業
な
ど
約
１
５
０
０
人
を
超
え
た
。
つ
ま
り
、
全

員
が
３
食
は
食
べ
ら
れ
な
い
計
算
に
な
る
。

　
「
と
り
あ
え
ず
食
べ
る
の
を
我
慢
し
て
１
日
１
食
ぐ
ら
い
で
し

の
ぐ
し
か
な
い
」

　

３
月
11
日
夕
方
。
総
務
課
の
目
黒
桂
一
副
長
ら
は
、
そ
う
話
し

合
っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
、
さ
ら
に
地
域
住
民
が
加
わ
っ
た
。女川原子力ＰＲセンターで添川信夫課長に、東日本大震災時に地域の方々を

受け入れた経緯などについてお話を伺った

東日本大震災時に地域の方々を受け入れた女川原子力発電所構内の体育館

地
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の
着
実
な
備
え
と
ソ
フ
ト
面
で
の
緊
急
時
対
応
に
つ
な
が
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
常
日
頃
の
訓
練
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」と
、
女
川
発
電
所
員
は

口
を
そ
ろ
え
て
言
い
切
っ
た
。

　
「
成
功
の
カ
ギ
は
？
」と
い
う
私
の
問
い
に
、
渡
部
常
務
は
本
店

で
開
口
一
番
、「
備
え
て
き
た
こ
と
」と
答
え
た
。

　
「
５
本
の
外
部
電
源
の
う
ち
使
え
た
の
は
１
本
だ
か
ら
、
首
の

皮
１
枚
だ
っ
た
、
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
翌
朝
に
は
も
う
復
旧

し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
強
い
送
電
線
を
つ
く
っ
て
き
た
ん
で
す
。

敷
地
を
高
く
し
た
だ
け
で
な
く
、
ポ
ン
プ
を
ピ
ッ
ト
化
し
た
り
、

防
潮
堤
の
強
化
工
事
を
実
施
し
た
り
、
二
重
三
重
の
備
え
を
し
て

き
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
」

　

訓
練
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
。

　
「
平
時
は
有
事
の
よ
う
に
、
有
事
は
平
時
の
よ
う
に
、
と
い
い

ま
す
。
基
本
シ
ナ
リ
オ
は
つ
く
り
ま
す
が
、
臨
機
応
変
に
状
況
を

変
え
て
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
な
ぞ
る
訓
練
は
身
に
な
り
ま
せ
ん
か
ら
。

と
く
に
、
一
番
大
事
な『
止
め
る
』た
め
の
運
転
員
の
操
作
訓
練
で

は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
い
ろ
ん
な
機
器
故
障
や
地
震
な
ど
の
状

況
を
つ
く
り
ま
す
。
地
震
は
再
現
で
き
な
い
の
で
、
数
年
前
、
床

下
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
埋
め
込
ん
だ
ん
で
す
。
ゴ
ー
ッ
と
い
う
轟
音

で
声
が
か
き
消
さ
れ
、
緊
張
す
る
な
か
で
操
作
で
き
る
か
、
そ
う

い
っ
た
訓
練
も
や
っ
て
い
ま
す
」

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
発
電
所
に
着
陸
し
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た

が
、
イ
メ
ー
ジ
訓
練
は
し
て
い
た
と
い
う
。
孤
絶
し
た
場
合
、
本

店
か
ら
副
社
長
が
ヘ
リ
で
来
る
な
ど
の
役
割
を
決
め
、
ヘ
リ
ポ
ー

ト
を
つ
く
っ
て
い
た
。

　
「
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
た
の
は
よ
か
っ
た
で
す

が
、
実
際
に
も
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」と
渡
部
常
務
。
ほ
か

に
も
、
今
回
は
工
事
中
の
関
係
者
が
た
ま
た
ま
い
て
重
機
を
動
か

せ
た
が
、
所
員
が
動
か
せ
る
よ
う
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
と
反

省
点
を
挙
げ
た
。

「
お
ら
ほ
の
発
電
所
」

練
へ
の
意
識
を
、
所
員
や
協
力
会
社
の
社
員
全
員
に
高
め

て
も
ら
う
の
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
渡
部
常

務
が
強
調
す
る
の
は
、「
マ
イ
プ
ラ
ン
ト
意
識
」で
あ
る
。

　
「
ど
こ
で
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ち
ば
ん
の
基
本
は
、
安

全
を
守
る
の
は
俺
た
ち
な
ん
だ
、
と
い
う
意
識
で
す
。
先
輩
か
ら

刷
り
込
ま
れ
ま
し
た
し
、
そ
れ
を
伝
え
て
い
く
の
が
自
分
の
役
割
」

　

福
島
県
南
相
馬
市
に
生
ま
れ
、
早
稲
田
大
学
大
学
院
で
電
気
工

学
を
専
攻
し
て
東
北
電
力
に
入
社
以
来
、
渡
部
常
務
は「
技
術
屋
」

ひ
と
筋
に
歩
ん
で
き
た
。
初
め
て
の
現
場
が
、
女
川
原
子
力
発
電

所
だ
っ
た
。

　
「
中
央
制
御
室
で
３
交
替
勤
務
を
し
ま
し
た
ね
。
２
号
機
、
３

号
機
の
建
設
・
試
運
転
も
し
ま
し
た
。
家
族
と
女
川
の
町
に
暮
ら

し
た
の
で
、
息
子
に
と
っ
て
は
女
川
が
ふ
る
さ
と
。
当
た
り
前
に

『
地
域
と
と
も
に
』と
い
う
意
識
が
頭
に
あ
り
ま
し
た
ね
」

　

２
０
０
９
年
に
女
川
の
所
長
に
な
る
前
は
、
青
森
県
の
東
通
発

電
所
長
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
、「
マ
イ
プ
ラ
ン
ト
」を「
わ
の
発
電

所
」と
呼
ん
だ
。 

「
わ
」は
津
軽
弁
で「
我
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、「
わ
」に
、
地
域
の「
輪
」と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の「
和
」の

意
味
を
重
ね
た
。

　

女
川
で
は
、「
お
ら
ほ
の
発
電
所
」づ
く
り
を
呼
び
か
け
た
。
地

　
「
あ
れ
だ
け
の
地
震
と
津
波
に
も
耐
え
た
の
だ
か
ら
、
わ
れ
わ

れ
は
女
川
発
電
所
を
信
じ
て
い
ま
す
。
早
く
再
開
し
て
電
気
を
つ

く
っ
て
け
ろ
、
と
い
っ
と
る
ん
で
す
よ
」

「
平
時
は
有
事
の
よ
う
に
、
有
事
は
平
時
の
よ
う
に
」

川
で
は
、
地
震
発
生
時
か
ら
発
電
所
の
采
配
は
基
本
的
に

現
場
に
任
さ
れ
、
本
店
は
じ
め
各
所
は
迅
速
に
後
方
支
援

に
走
る
体
制
が
と
ら
れ
て
い
た
。
近
隣
の
被
災
者
を
発
電
所
内
に

快
く
迎
え
入
れ
た
の
も
、
渡
部
所
長
の
判
断
に
よ
る
。

　

こ
の
、
地
域
に
根
ざ
し
た「
現
場
主
義
」こ
そ
が
、
ハ
ー
ド
面
で

訓

添川課長と、当時の石巻市鮫浦地区区長の阿部正夫さん

女

元
の
言
葉
で「
自
分
た
ち
の
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。

　
「
お
」は
、
お・
た
が
い
の
立
場
に
立
っ
て
。 
「
ら
」は
、（
自
分
）ら・

し
さ
を
い
か
し
て
。 

「
ほ
」は
、（
プ
ロ
と
し
て
の
）誇・
り
を
も
っ
て
。

こ
ん
な
語
呂
合
わ
せ
で
、「
お
・
ら
・
ほ
の
発
電
所
づ
く
り
を
め
ざ

そ
う
」と
話
し
て
き
た
。

　

定
期
的
な
会
合
で
気
持
ち
を
伝
え
て
い
た
が
、「
壁
新
聞
み
た
い

な
も
の
で
も
っ
と
広
く
発
信
し
て
ほ
し
い
」と
い
わ
れ
、「
発
電
所

長
か
ら
の
ひ
と
こ
と
」を
張
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
月
２
回
ぐ
ら
い
、
夜
中
に
パ
ソ
コ
ン
で
自
作
し
ま
し
た
。
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
長
靴
を
履
い
て
く
る
人
た
ち
に
も
見
え
る

よ
う
、
入
口
に
張
っ
て
、『
ま
ず
は
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
す
。

整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
だ
け
ど
、
こ
こ
で
電
気
を
つ
く
れ
る

こ
と
が
う
れ
し
い
』と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
」

真
手
に
、
や
り
ぬ
く
力

災
か
ら
得
た
知
見
と
経
験
を
ふ
ま
え
、
全
国
の
原
子
力
発

電
所
で
は
い
ま
、
安
全
性
向
上
へ
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る（
図
⑩
次
ペ
ー
ジ
）。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
で
は
、
防
潮
堤
の
か
さ
上
げ
、
非
常
用
電

源
の
多
様
化
、
送
電
線
の
支
持
が
い
し
へ
の
免
震
金
具
の
取
り
付

け
に
始
ま
り
、
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
や
訓
練
を
い
っ
そ
う

強
化
し
て
い
る
。

　

と
く
に
、
大
雪
や
夜
間
な
ど
過
酷
な
状
況
で
も
動
け
る
よ
う
、
現

場
主
導
型
の
実
践
的
な
訓
練
を
重
ね
て
い
る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

震
災
後
、
東
通
か
ら
女
川
の
発
電
所
長
に
な
っ
た
津
幡
俊
所
長

は
、「
女
川
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
震
災
を
一
緒
に
乗
り
越
え
た
と
い

震
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女川原子力発電所の津幡 俊所長

う
連
帯
感
が
あ
る
。

や
り
ぬ
く
力
の
あ

る
組
織
で
す
」と
、

胸
を
張
る
。

　

２
０
１
２
年
４

月
に
設
置
し
た
高

さ
約
３
メ
ー
ト
ル

（
海
面
か
ら
の
高
さ

約
17
メ
ー
ト
ル
）の

防
潮
堤
を
、
さ
ら

に
約
15
メ
ー
ト
ル

（
海
面
か
ら
の
高
さ

約
29
メ
ー
ト
ル
）に
か
さ
上
げ
す
る
工
事
が
始
ま
っ
た
。
全
長
も
、

現
在
の
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
に
延
長
す

る（
図
⑪
次
ペ
ー
ジ
）。

　
「
み
な
で
や
り
ぬ
く
力
を
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
で
さ
ら
に
鍛
え

て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
２
年
間
は
建
設
工
事
の
期
間
で
す
が
、

人
材
育
成
の
面
で
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
訓
練
を
積
み
重
ね
て

い
き
ま
す
」

　

安
全
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
は
、
終
わ
り
が
な
い
。
だ
か
ら
、
失
敗

と
成
功
か
ら
学
び
、「
よ
り
安
全
」へ
向
か
っ
て
、「
危
険
を
減
ら
す
」

努
力
を
倦
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
続
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
し
、
そ
れ

が
、
人
間
の
英
知
な
の
だ
と
思
う
。

　

き
め
こ
ま
や
か
に
、
手
を
抜
か
ず
、
実
直
に
。

　

こ
れ
を
、
福
島
弁
で「
真
手（
ま
で
ぇ
）」と
い
う
の
だ
そ
う
だ
。

「
真
手
な
仕
事
ぶ
り
」こ
そ
、
成
功
の
カ
ギ
で
あ
り
、
ど
ん
な
安
全

へ
の
道
程
に
も
必
要
な
も
の
だ
ろ
う
。

中長期対策（2～3年以内に実施）短期対策（終了）

非常用電源車の追加配備 防潮堤の設置 防潮壁の設置

非常用発電機の号機間での融通

ホイールローダーの配備 建屋ベントおよび水素検知器の設置（BWR）

送電鉄塔の点検および地震・津波対策

緊
急
安
全
対
策

電
源
信
頼
性
向
上
対
策

シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策

原子炉
圧力容器

原子炉
格納容器

炉心

原子炉建屋

水素水素

水素ベント装置の設置
水素検知器の設置

穴開け作業手順の整備・資機材の配備

1号機 2号機

防水扉（新設）

DG DG DG DG

 図10   福島第一原子力発電所事故を踏まえた安全対策の主な具体例 

女川原子力発電所の全景が見渡せる海抜60ｍの高台で津幡所長と

 図11   さらなる安全性向上に向けた取り組み 

遮水板（PC板）

O.P. 約29m※

O.P. 約17m

高さ約15m

押え工

地盤改良

※東北地方太平洋沖地震に伴う発電所敷地の地盤沈下（約1m）を考慮した高さ

敷地高さ
O.P. 約13.8m 現在の防潮堤：高さ約3m

敷地側 海側

鋼管（直径2.5m）

防潮堤（鋼管式鉛直壁）の基本構造（断面図）

O.P.：女川の工事用基準面（O.P.±0.0mは東京湾平均海面（T.P.）−0.74mに相当）
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防潮堤のかさ上げ工事が進む女川原子力発電所

全交流電源喪失時を想定したシミュレーターによる運転訓練

代替注水車（可搬式ポンプ）での水源確保訓練。貯水タンクなどから原子
炉や使用済燃料プールに注水するための水源（復水貯蔵槽）へ冷却水を
補給する

【
現　

職
】	�

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
／
筑
波
大
学
社
会
・
国
際
学
群
非
常
勤
講
師

【
受
賞
歴
】	�

外
務
省
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
外
務
大
臣
賞
受
賞
。
原
子
力
学
会
第
７
回
社
会
・
環
境
部
会
賞
受
賞

【
経　

歴
】	�

１
９
８
５
年
筑
波
大
学
比
較
文
化
学
類
卒
業（
日
米
関
係
）。
在
学
中
、
米
国
カ
ン
ザ
ス
大
学
留
学

（
ア
メ
リ
カ
政
治
）。
85
～
91
年
読
売
新
聞
社
記
者
。
退
社
後
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て 

「
い
の
ち
」 

を
テ
ー
マ
に
科
学
と
社
会
の
関
わ
り
を
追
っ
て
い
る
。

科
学
技
術
学
術
審
議
会
研
究
開
発
評
価
部
会
、
産
業
構
造
審
議
会
保
安
分
科
会
、
産
業
構
造
審
議

会
商
務
流
通
情
報
分
科
会
、
産
業
構
造
審
議
会
製
造
産
業
分
科
会
、
原
子
力
規
制
委
員
会
独
立
行

政
法
人
評
価
委
員
会
等
、
各
委
員
。

【
著
書
等
】	�『
人
体
再
生
に
挑
む
』 『
名
医
が
答
え
る
55
歳
か
ら
の
健
康
力
』 『
放
射
線
利
用
の
基
礎
知
識
』 『
死

因
事
典
』 『
よ
み
が
え
る
心
臓
』 

他
多
数
。

月
刊
文
藝
春
秋
の
長
期
連
載 

「
新
・
養
生
訓
」 

他
、
各
紙
誌
に
執
筆
多
数
。

東
とうじま

嶋 和
わ

子
こ

 
（科学ジャーナリスト）

「高台電源センター」にある高圧電源盤。緊急時にケーブルで接続できる
６台の電源車も、この高台に配備されている

雪の降るなか実施した大容量電源装置の起動訓練

電源車の接続訓練

送水車（代替海水ポンプ）での送水訓練。海水ポンプが使用できない
場合、海水ポンプの代わりに海水を汲み上げ、冷却系統に送水する
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